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授業支援・中小路小学校  

５年理科「節電学習」 
７月１３日(水)、支援講師２名と理科室のおじさん計３名による、授業支援「節電学習」の様子を紹

介します。 

家庭にある電化製品の消費電力を調べるこ

とによって、節電の大切さを実感できるよう

にという目的と同時に、地球温暖化や二酸化

炭素の排出など地球規模の問題についても考

える学習です。 

 なぜ、節電が大切なのかとして、その理由

を次の四つあげました。 

①  地球温暖化の防止 

②  電力の不足を防止 

③  石油などの資源を大切にする 

④  家計の節約 

児童たちは④の理由に、いちばん反応して笑顔がこぼ

れていました。各家庭で、親から、よく言われている

のでしょう。 

 児童たちは、８つの班に分かれ、アイロン・掃除機、

扇風機など８種類の家電製品の消費電力を調べました。

調べる前に、どの製品が電力が大きいか予想を立て、実際のデータと比較しながら調べていきました。

アイロンやヘアードライヤー・オーブントースタなどは、予想と結果が同じ

でしたが、数値の大きさには驚いたようです。また、予想以上に、扇風機や

パソコンの数値が低いことにも驚いていました。家庭の中で電気代の多い製

品は、冷蔵庫・照明器具・テレビという説明に、毎日使っている製品が結果

的に多くなっていることを納得したようです。また、電気が熱エネルギーに

変わる製品は、消費電力が大きく、ＬＥＤは小さいなど、実際に使われてい

た交通信号機の白熱球とＬＥＤの違いなどからも理解したようです。 

 日本は、国民一人当たりの消費電力量の多い国の一つです。授業のまとめ

として、支援講師から、 

１ 家庭の電気の使用は、生活を便利にするため、ますます増えていきます。 

２ 電気は人間が作り出した大変便利なもので、今はなくてはならないので 

  す。しかし、電気を作る資源、地球温暖化などの問題があり、積極的な 

節電が必要です。 

３ 技術の進歩で、多くの節電の製品が開発されてい

ます。今後もこの開発は続けなくてはいけません。 

  皆さんに期待しています。 

と、これからの未来の科学者として活躍する人になっ 

てほしいと、児童にエールを送って授業が終わりまし 

た。 
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ＬＥＤの電球は   

熱くないぞ !       


